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２
０
２
３
年
度

「浜
野
町
内
会
定
期
総
会
」

―

原
案
通
り
承
認
―

浜
野
町
内
会

「２
０
２
３
年
度
　
定
期
総
会
」

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め

書
面
に
よ
る
決
議
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

３
年
ぶ
り
に
４
月
１５
日
（土
）
、

１８
時
か
ら
、

浜
野
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
に

つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
報
告
致
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

２
０
２
３
年
度
　
浜
野
町
内
会

定
期
総
会
決
議
　
結
果

０

議
案

第
１
号
議
案

２
０
２
２
年
度
事
業

・
収
支
報
告
、
並

び
に
収
支
決
算
報
告

第
２
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
事
業

。
収

支
計
画
、
並
び
に
収
支
予

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

算
計
画

付
帯
決
議

町
内
会
役
員
の
承
認
４
議

案
に
つ
い
て
審
議
し
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
第
１
号
議
案
　
２
０
２
２
年
度
浜
野
町

内
会
事
業
報
告
、
並
び
に
収
支
決
算
報
告

２
０
２
０
年
１
月
発
生
以
来
、
感
染
が
繰

り
返
さ
れ
る

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の

影
響
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
本
年
度
も
当

初
予
定
さ
れ
て
い
た
事
業
計
画
の
中
で
３
大

イ
ベ
ン
ト
や

敬
老
の
集

い
が
中
止

。
自
粛

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
幅
な
変
更
が
あ

っ
た

事
を
冒
頭
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【総
務
部
】

１
、
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会

・
生
浜
地

区
町
内
自
治
会
連
絡
協
議
会
の
参
画
、
各

種
団
体
と
の
交
流

。
融
和

・
親
睦
の
推
進

０

生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
の
行
事
に

参
画
し
、
交
流
と
親
睦

①
生
浜
地
区
賀
詞
交
歓
会
は
中
止

②
生
浜
地
区
日
帰
り
研
修
会
は
未
実
施

③
生
浜
地
区
体
育
祭
は
、
中
止

（ｎ
／
３
）

②

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
の
行
事
に
参
加

し
、
他
自
治
会
と
の
交
流

①
新
緑
を
歩
こ
う
会
は
中
止
（５
月
予
定
）

②
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
３
年
ぶ
り
に

開
催

（６
月
）

③
生
浜
西
小
学
校
地
区
家
族
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
中
止

④
歩
け
歩
け
大
会
は
２
０
２
３
年
３
月
実
施
予
定
が
、
４

月
２
日
に
延
期
実
施

０

浜
野
町
の
諸
団
体
と
の
共
催
に
よ
る
行
事
の
推
進

①
浜
野
町
盆
踊
り
大
会
中
止

②
諏
訪
神
社
秋
季
大
祭
中
止

（１０
月
）
★
神
事
の
み
実
施

２
、
町
内
会
主
催
の
行
事
、
並
び
に
主
な
会
議

０

主
催
の
行
事

浜
野
町
賀
詞
交
歓
会
中
止
（当
初
２
０
２
３
年
１
月
８
日
）

②

主
要
な
諸
会
議

①
町
会
長
会
議
の
開
催
…
６
回

②
役
員
会
議
の
開
催
ｉ
ｎ
回

③
実
行
委
員
会
の
開
催
（盆
踊
り
Ｙ

ｌ
回

（会
議
中
止
）

３
、
町
内
会
員
の
加
入
状
況

一
般
会
員
は
９
９
９
戸
と
前
年
▲

・６
、
団
体
住
民
会
員
は
２
２
９
件

で
前
年
＋
１

・
賛
助
会
員
は
６３
社

で
前
年
比
＋
３
と
な
り
、　
一
般
会

員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

４
、
浜
野
町
内
会
冊
子
へ
の
追
加
挿

入
の
実
施

５
月
町
内
会
報
に
添
付
し
て
会
員

に
配
布

０

個
人
情
報
取
扱
に
関
す
る
規
約

②

防
犯
カ
メ
ラ
管
理
規
定

③

入
会
申
込
書
の

一
部
変
更
、
世

帯
主
名
変
更
届

５
、
生
浜
高
校
の

「生
浜
ラ
イ
ト
カ
フ
ェ
」
へ
の
支
援

。
参

加
協
力

浜
野
町
会
員
の
数
名
の
協
力
に
よ
り
、
「生
浜
ラ
イ
ト
カ

フ
エ
」
に
５
回
参
画
し
ま
し
た
。

★

「生
浜
ラ
イ
ト
カ
フ
ェ
」
は
２
０
２
１
年
７
月
ょ
り
生

浜
高
校
健
康
支
援
部
が
主
催
と
な
り
、　
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン

ズ
サ
ポ
ー
ト
千
葉

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば

・
千
葉
市
社

会
福
祉
協
議
会

・
稲
毛
こ
ひ
つ
じ
園
、
が
協
力
し
、
交
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令和 5年 5月 号まは

流
や
相
談
な
ど
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
の
社
会
と
の
関

わ
り
や
後
押
し
す
る
事
を
目
的
と
し
て
発
足
。
２
０
２

２
年
４
月
ょ
り
千
葉
県
健
康
福
祉
部
の
主
幹
で
予
算
化

さ
れ

「
い
ち
は
ら
福
祉
ネ
ッ
ト
」
主
導
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
３
月
に
名
称
を

「居
場
所
カ
フ
ェ
」
に
変
更
し

て
い
ま
す
。

６
、
浜
野
会
館
の
玄
関
周
り
の
什
器

・
備
品
の
購
入

（特
別
会
計
１
）

０

段
差
ス
ロ
ー
プ

（車
い
す
対
応
）
２
３
、
９
９
９
円

合
計

４
０
、
６
６
６
円

②

手
す
り
付
き
玄
関
踏
み
台

９
、
６
６
７
円

０

立
ち
上
が
り
補
助
手
す
り

７
、
０
０
０
円

７
、
浜
野
会
館
の
運
営
管
理

０

浜
野
会
館
管
理
人
に
よ
り
、
会
館
使
用

・
コ
ピ
ー
機
利

用
の
受
付
及
び
対
応
や
、
備
品

。
設
備
等
の
管
理
を
行
つ

て
お
り
、
適
正
に
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

②

浜
野
会
館
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
別
途
会
計
報
告
で
説

明
し
ま
す
。

【生
活
環
境
部
】

１
、
町
内
会

一
斉
環
境
美
化
活
動

（
一
斉
清
掃
）

春
の
６
月
５
日
は
６
８
９
名
、

１２
月
４
日
は
６
０
５
名
が

参
加
し
、
実
施
。

２
、
避
難

・
防
災
活
動

①

自
主
防
災
訓
練
は
例
年
町
会
長
会
議
の
際
に
行
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
２
０
２
２
年
１２
月

・８
日
の
第
８
回
役
員
会
で
実
施
し
ま
し
た
。

②

災
害
時
の
安
否
確
認
体
制
表
を
全
２．
町
会
中
２０
町
会
で

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
度
開
始
時
に
各
町
会
員

へ
の
配

布
と
共
に
、
会
員
増
減
の
場
合
に
更
新
と
共
有
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
更
新
に
は
課
題
が

あ
り
ま
す
。

③

避
難
所
運
営
委
員
を
担
う
各
避
難
所
の
主
な
活
動
は
以

下
の
と
お
り
。

①
生
浜
小
学
校
避
難
所
運
営
委
員
会

（浜
野
町
の
運
営
委

員
７
名
選
出
）
８
月
２８
日
に
運
営
委
員
会
を
実
施

②
生
浜
西
小
学
校
避
難
所
運
営
委
員
会

（浜
野
町
の
運
営

委
員
１０
名
選
出
）
７
月
１６
日
、
８
月
２８
日
に
運
営
委
員

会
を
２
回
実
施

０

生
浜
地
区
合
同
の
防
災
避
難
訓
練

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
各
避
難
所
へ
の
住
民
の
避
難
訓
練
は

中
止
、
２
０
２
３
年
３
月
５
日
に
生
浜
小
学
校
で
実
施
し

た
各
避
難
所
運
営
委
員
講
習
会
に
各
委
員
が
参
加
。

り

津
波
発
生
時
の
避
難
協
定
締
結
の
建
物
避
難
協
定
締
結

の
建
物
は
、
現
在
１０
箇
所
で
す
。

・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
つ
ら
つ
浜
野

・
葵
の
園

・
ハ
ピ
ネ
ス
浜

野

。
こ
こ
ろ
ふ
る
浜
野

・
メ
ゾ
ン
小
島

・
カ
ザ
ベ
ー
ラ

浜
野
。
（株
）オ
ー
ト
ウ
エ
ー
ブ

。
千
墓
電
気
工
事
（株
Ｙ

日
東
工
業
（株
）

。
学
校
法
人
畠
山
学
園

認
定
こ
ど
も
園
は
ま
の
幼
稚
園

３
、
防
犯
活
動

「防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
組
織
」
に
お
い
て
、
以
下
の
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

①

防
犯
講
話
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
中
止

（当
初
６
月
）

②

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

（町
会
単
位
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を
実
施
）

①
６
月
１９
日
１９
時
頃
か
ら
全
２．
町
会
で
実
施
。
参
加
者

１

１

０

名

②
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

１２
月
２６
～
２９
日
の
期
間
で

夕
方
～
夜
間
の
時
間
帯
で
１５
分
～
３０
分
程
度
の
年
末
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
４
町
会
が
複
数
日
で
実
施
し
、

参
加
延
べ
人
数
は
１
３
５
名

０

本
年
１０
月

「２
０
２
２
地
域
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
県
民

大
会
」
に
お
い
て
、
浜
野
町
内
会
は

「防
犯
功
労
団
体
」

と
し
て
推
薦
さ
れ
、
千
葉
県
防
犯
協
会
理
事
長

・
千
葉
県

警
察
本
部
長
の
連
名
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

４
、
防
犯
街
灯

２
０
２
２
年
度
は
防
犯
街
灯
の
修
理
が
２
灯

。
新
設
が
０

灯

・
移
設
０
灯

。
撤
去
０
灯
で
し
た
。
２
０
２
３
年
３
月

３．
日
現
在
の
防
犯
街
灯
数
は
３
７
１
灯
で
す
。

５
、
町
内
の
美
化

。
防
犯

・
交
通
安
全
等
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
作
成

。
配
布
町
内
の
美
化
や
防
犯

。
交
通
安
全
等
の
防

止
の
た
め
、

２０
種
類
強
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
町
内

へ
の
新
規
貼
り
付
け
や
貼
変
え
を
行
う
。
特
に
本
年
度
は

″
不
燃
ご
み
と
有
害
ご
み
″
非
分
別
の
課
題
が
顕
在
化

し
た
為
、
新
規
に
独
自
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
注
意
喚
起
を

促
し
ま
し
た
。

６
、
町
内
の
舗
道

・
下
水
道
等
の
補
修
や
安
全

・
防
犯
等
の

環
境
整
備

各
町
会
か
ら
要
望

・
申
請
の
あ
っ

た
、
″
舗
道
の
補
修
や
街
灯
新

設
、
除
草
。安
全
・防
犯
等
の
環

境
整
備
″

に

つ
い
て
、
経
年

継
続
を
合
め
４３
件
の
申
請
を
し

ま
し
た
。
（未
完
了
２２
件
）

★
２
０
２
２
年
度
の
浜
野
町
内

会
の
主
な
要
望
事
項
の
整
理

尚
、
区
長
等
に
よ
り
、
個
別
に

処
理
で
き
た
案
件

（軽
微

・
簡

易
な
案
件
）
は
含
ま
ず
。
ま
た

″
放
置
自
転
車
、
不
法
投
棄
″

に
つ
い
て
は
、
警
察
署
や
環
境

事
業
所

へ
そ
の
都
度
連
絡
し
、

早
期
対
応
に
努
め
ま
し
た
。
な

お
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
本
年

度
よ
り
町
会
長
に
担

っ
て
頂
き

ま
し
た
。

７
、
セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
オ
ツ
チ
ャ
ー

生
浜
小
学
校

。
西
小
学
校
の
セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

（学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）
を

一
部
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
員
の
他
、
町
内
会
員
が
担
っ
て
お
り
、
児
童
の
登

下
校
時
の
安
全
確
保
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
３
月
初

旬
に

「セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ヤ
ー
募
集
の
回
覧
報
の

配
布
と
広
報
掲
示
板

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
」
に
て
、
４
月

新
入
学
時
期
に
向
け
新
規
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

【広
報
部
】

１
、
町
内
会
報
の
発
行

２
０
２
２
年
度
の
会
報
は
、
４
７
２
号
～
４
８
３
号
を
毎

月
の
月
初
め
を
目
途
に
発
行
し
ま
し
た
。
会
議
議
事
録
と

案 (大分類)

尚、区長等により、個別に処理できた案件 (軽微・簡易な案件)は含まず。
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のまは令和 5年 5月 号

し
て
の
役
割
の
他
、
町
内
会
活
動
に
関
わ
る
活
動
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
合
め
た
情
報
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

２
、
浜
野
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

２
０
１
７
年
４
月
１
日
に
本
格
稼
働
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
は
、
随
時
更
新
し
て
お
り
、
浜
野
町
内
会
の
年

間
行
事
や
各
部
活
動
計
画

・
町
内
会
報

。
お
知
ら
せ
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
ツ
ー
ル
新
設
や

質
の
向
上

。
改
善
を
順
次
行
い
ま
す
。
現
在
、
町
内
会
報

や
各
種
回
覧
報
は
全
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
ア
ツ
プ
し
て
い
ま

す
。

３
、
広
報
掲
示
板
の
設
置
台
数

浜
野
町
内
会
の
広
報
掲
示
板
は
合
計
１４
台
あ
り
、
情
報
共

有
を
適
宜
行

っ
て
い
ま
す
。

【文
化
部
】

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
以
下

の
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
、
文
化
講
演
会

（
２
０
２
３
年
１
月
２‐
日
に
開
催
）

３
年
ぶ
り
に
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
題
し
て
開
催
し
、

声
楽
家
２
名
と
電
子
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
り
２０
曲
、
生
浜
高

校
合
唱
部
に
よ
り
６
曲
の
披
露
を
頂
き
、
ス
タ
ッ
フ
を
合

め
て
約
６３
名
の
参
加
者
の
方
々
に
も
好
評
で
、
皆
さ
ん
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

２
、
小
学
６
年
生
に
よ
る
節
分
祭
の
豆
ま
き

（
２
０
２
３
年

２
月
３
日
に
開
催
）

浜
野
町
に
お
住
い
の
小
学
校
６
年
生
１４
名

（生
小
５
名

・

西
小
９
名
）
に
参
加
頂
き
、
元
気
な
掛
け
声
の
も
と
３
年

ぶ
り
に
豆
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
保
育
園
児
や
同
級
生

。

ご
家
族
や
近
所
か
ら
約
１
０
０
名
程
度
集
ま

っ
た
観
衆
も
、

楽
し
く
お
餅

。
お
菓
子
を
ゲ
ツ
ト
し
て
い
ま
し
た
。

３
、
囲
碁

・
将
棋

・
麻
雀
大
会

（
２
０
２
３
年
２
月
２６
日
に
開
催
）

囲
碁
３
名

・
将
棋
３
名

。
麻
雀
１６
名
が
参
加
し
、
９
時
～

・３
時
ま
で
の
短
縮
し
３
年
ぶ
り
に
開
催
、
各
対
局
と
も
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
者
に
囲
碁
は
本
因

坊

。
将
棋
は
王
将

・
麻
雀
は
雀
鬼
の
表
彰
状
を
受
け
、
参

加
者
全
員
が
順
位
賞
や
参
加
賞
と
、
お
弁
当
を
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【福
祉
部
】

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
敬
老
の
集
い
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
つ

い
て
は
自
粛
し
ま
し
た
。

１
、
「敬
老
の
集
い
」
は
中
止

（
９

。
１９
）

２
、
「
ふ
れ
あ
い

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

当
初
は
年
１０
回
の
開
催
予
定
が
コ
ロ
ナ
禍
の
為
中
止
し
て

お
り
、
年
明
け
の
１
月
に
テ
ス
ト
再
開
と
し
て
短
時
間
で

行
い
ま
し
た
。
次
年
度
は
通
常
開
催
の
予
定
。

３
、
″
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
″
の
推
進

７５
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
の

「
一
歩
引
い
た
位
置
か
ら
の

見
守
り
活
動
」
に
つ
い
て
、　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
可
能

な
範
囲
で
行
い
ま
し
た
。
見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

″
各
町
会
の
グ
ル
ー
プ
長
（又
は
班
長
）
に
よ
る

「ち
ょ
こ
っ

と
、
声
掛
け

。
見
守
り
運
動
ア

で
す
。

１０
月
と
２
月
の

町
会
長
会
議
で
活
動
内
容
や
対
象
者
の
再
確
認
と
共
に
、

次
年
度
以
降
で
の
活
動
継
承
に
向
け
、
対
象
者
変
更
時
の

手
順
の
徹
底
を
確
認
し
ま
し
た
。

★
現
在
の
対
象
者
は
、

５６
名

（１
区
１８
名

・
２
区
２６
名

。
３
区
１２
名
）

４
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集

民
生
児
童
委
員
が
主
体
と
な

っ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
員
募
集
を
行
う
。

会
員

一
般
　
１
０
０
、
０
０
０
円

。
賛
助
会
員

Ａ

３
０
、

０
０
０
円

。
賛
助
会
員

Ｂ

８
０
、
０
０
０
円

★

一
般
会
員
は
町
内
会
で

一
括
納
入
。

【婦
人
部
】

各
町
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
婦
人
部
員
に
協
力
頂
き
ま
し
た

が
、　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
検
温
や
手

指
消
毒

・
換
気
な
ど
を
行
い
可
能
な
範
囲
で
活
動
し
ま
し
た
。

１
、
婦
人
部
総
会
の
開
催

（
４

。
１０
）

２
、
婦
人
部
主
催
の
行
事

０

絵
手
紙
教
室
を
９
月
～
３
月
の
第
３
日
曜
日
に
実
施

②

介
護
予
防
体
操
は
５
月
ょ
り
毎
月
第
１

・
２

・
３
水
曜

日
に
実
施

０

太
極
拳
は
５
月
ょ
り
毎
週
月
曜
日
に
実
施

３
、
浜
野
会
館
清
掃

浜
野
会
館
の
清
掃
を
４
月
～
３
月
の
第
３
日
曜
日
に
９
時

よ
り
実
施

４
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

盆
踊
り

。
敬
老
の
集
い

。
秋
季
祭
礼

・
体
育
祭

・
賀
詞
交

歓
会

・
文
化
講
演
会

。
囲
碁
将
棋
麻
雀
大
会

・
防
災
避
難

訓
練
等
の
行
事
に
参
加
協
力
す
る
予
定
で
し
た
が
、　
コ
ロ

ナ
禍
の
為
に
行
事
は
２
つ
の
み
規
模
縮
小
で
の
開
催
と
な
っ

た
為
、
参
加
協
力
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【青
年
部
】

青
年
部
主
催
の
独
自
活
動
の
他
、
町
内
会
行
事

へ
の
参
加

協
力
行
う
予
定
で
し
た
が
、　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
事
業
計
画
の

一
部
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

１
、
青
年
部
総
会
の
開
催

（
４

・
１０
日
）

２
、
青
年
部
主
催
行
事
の
実
施
と
、
出
店

①

七
タ
イ
ベ
ン
ト

「短
冊
づ
く
り
と
各
種
ゲ
ー
ム
」
は
７

月
３
日
実
施

②

盆
踊
り
大
会
に
出
店
中
止

（当
初
８
月
１７
日

・
１８
日
予

定
）

０

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
１２
月
１１
日
に
実
施

０

新
規
に
開
始
の
健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ
定
例
会
は
７
月
以
降

奇
数
月
で
５
回
開
催
し
ま
し
た
。

３
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

盆
踊
り

。
秋
季
祭
礼

・
体
育
祭

・
賀
詞
交
歓
会

・
防
災
避

難
訓
練
等
の
行
事
に
模
擬
店
の
出
店
や
参
加
協
力
す
る
予

定
で
し
た
が
、　
コ
ロ
ナ
禍
で
当
該
行
事
は
す
べ
て
中
止
。

４
、
青
年
部
ツ
イ
ッ
タ
！
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
本
格
稼
働

青
年
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
報
の
充
実
を

図
り
、
部
内
の
連
絡
や
報
告
等
に
つ
い
て
は
概
ね
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
で
ス
マ
ホ

・
Ｐ
Ｃ
に
よ
り
効
率
的
な
運
用
を
実
施
で

き
ま
し
た
。
ま
た
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
を

行
い
重
複
の
無
い
よ
う
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

講軽れ漫科ヅ″障はじ〓Кばさい。̈
一岬螂̈
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は  ま  の 令和 5年 5月 号

2022年度(令和4年度)一般会計 収支決算報告書
収入の部 (単位 :円 )

項  目 予算額 決算額 差数 備 考

内

費

町

会

一般会買 4′ 835′ 000 4′ 775′ 685 △ 59′ 315 一般会員350円 /月 、団体住民会員 (RobotH・ レガfレス・ハ
゜
テラ・ヤマサキ・大東建託)

賛助会費 420′000 423′ 500 3′ 500 加入62社 (7千円×60社、2社は体止中、入会退会で差額り)

交付金 市交付金 520,000 521′800 1′80C 上期 1′303戸 X@200円 、下期 1′ 306戸 ×200円

補助金 街灯補助金 750′ 000 822′ 150 72′ 150 言理費782,400円 、管理費追カロ分 39′ 750円

雑収入 雑 収 入 401,000 107′ 543 △ 293′457

新年賀詞交歓会会費・祝儀0円、募金事務収入3500円 、

廃棄物適正化推進員手当24千円、国有地使用料 1区負担金受入70千円、

防災訓練参加助成金0円 、体育祭祝儀0円 、定期利息 1′018円、預金利患25円 、

東電土地等使用料町内会分 (3年に1度)9千円

繰越金 前年度繰越金 1′985,948 1,985,948

合  計 8′ 911′948 8′ 636′626 △ 275′322

支出の部

項  目 予算額 決算額 増減額 備 考

総

務

費

役職手当 900′ 000 894′ 700 5′ 30C
町内会役員14名 (監査2名含)、

3」会長21名 (@140円 ×上期会員数+@140円 ×下期会員数 )

会 議 費 10′ 000 0 10′ 00C 会館以外の使用料無し

研 修 費 0 0 生浜地域運営委員会役員研修、実施せず

交 際 買 200,000 125′ 000 75′ 000 各町内自治会、学校、各種団体機関等の寸志、慶弔費等

旅  費 10,000 10′ 000 受員交通費

事務用品費 70,000 47′ 15( 22′ 844 )Cイ ンク代、フォルダー、フアイル、封筒、クリップ、付箋、セロテープなど事務用品4フ′156円

什器備品費 100,000 11′ 87[ 88′ 125 」SB、 カウンター、ストラップ、延長コード、両面テープ他,肖耗品11′ 875円

区運営買 120,000 121′ 50C △ 1′50C 彗助会費区交付金60社×2千円、中途入退会差額 1′ 500円

雑  費 70′000 68′ 521 1′ 47g 正月F5松カード(写真代、名刺、切手代、振込手数料、奉賛会費等68,521円

計 1′ 480′000 17268′ 752 211′ 24〔

事

業

資

各

　

蔀

総務部 240′000 225′ 48C 14′ 514
翁会・町会長会議・役員会・監査等準備等の資料]ヒ ―゚及びラヨ‐ 卜等117′ 418円

螢議用お茶代等17,408円、国有地使用料90′ 660円

環境部 100′ 000 10′ 398 89′ 602 一斉清掃関連費用他 10′ 398円

文化音β 200′ 000 147′ 75E 52′ 24三 文化講演会44′ 992円、囲碁将棋大会 72′ 763円、/1ヽ 学 6年生二三撤 30′ 000円

動

　

費

広 報 部 700′ 000 600′ 965 99′ 035 町内会報発行 (12ヵ 月)580′ 000円、広報事務関連費 20′965円

婦人部 C C 需人部諸活動の一部実施、町内会各行事支援は中止、会館清掃、他

青年部 C 青年部諸活動、町内会各行事支援は中止で支出無し。

福祉部 40′ 00C 1′ 184 38′ 81( 敬老の集い、いきいきサロンは中止、福ネ上部事務関連費 1′ 184円

/」  ヽ言十 1′ 280′ 00C 985′ 788 294′ 212

行事買 640′ 00C 20′ 00C 620′000 ク
゛
ラント

゛
]｀ ルフ20千円、敬老の集い0円 、体育祭 0円、賀詞交歓会 0円

助成金 785′ 00C 635,000 150′ 000

老人クラブ曙会30千円、浜野スホ
゜
振 120千円、囃子保存会 50千円、

神興愛好会80千円、諏訪神社 150千円、第六天神社80千円、稲荷神社20千円、

山王権現 10千円、西小地区PTA50千円、生小PTA10千円、

1日 睦会街路灯35′ 000円  (5′ 000円 ×7灯 )

負担金 610′ 00C 375′ 900 234′ 100
日赤社資50千円、赤い羽根共同募金50千円、地区連65′ 150円 、

スポーツ振興会0円 、青少年育成委員会50′750円 、美しくする会50千円、

体育祭0円、社協会買100千円、生浜地区運営委員会事務費10千円

街灯費 1′ 200′ 00C 1′ 124′ 799 75′ 201 管理費 (電気代 )1′ 124′ 799円

計 4′ 515′ 00C 3′ 141′ 487 1′ 373′513

会 館 助 成 金 500′ 00C 487,331 12′669

予備買

積立繰入金 500′ 00C 2′ 000′ 000 △ 1′ 500′ 000

次年度繰越金 1′916′948 1′739′056 177′ 892

合  計 8′ 911′948 8′ 636′626 275′322

注 1)特 別会計 1(施設営繕・文化遺産)への繰入金は2′ 000千円。

注 2)婦 人部・青年部は活動実施も費用ゼロであるが、2021年度末で部の繰越金がある為2022年度での予算計上は無しとしそのとおり対応した。
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令和 5年 5月 号 のまは

(単位 :円 )

項  目 予 算 観 決 菫 額 増減額 備 考

収

入

云 剛 使 用 料 80′000 50′000 △ 30′000 磨団体 29′ 000円 、一般 21,000円

]ヒ 一゚
/′fウチ朗 沐斗 200,000 208′883 8′883 町内会等 151,833円、一般 48′725円 、ラキ 田′325円

助 成 金 500,000 487.33■ △ 12,66g 収支不足 分を一般会 計より補填

`き

  言十 780,000 746′ 2■4 △ 33′ 78(

管理人手当 60,000 60′000 ヨ額5,000円 X12カ月

水道光熱費 290′ 000 300,062 △ 10′ 062 鬱屁あ9′306円、上下雄 17′ 314円 、ガス1′ 927円

支 器具消耗品費 42,000 20′ 303 21.69フ 吊除用品、事務用 品、備品消耗 品 20,303円

出

修 繕 費 60′ 000 47′828 12,172 蛍光灯 11′ 528円、点検費 36,300円

火災保険料 38′000 37′350 650 JA火災共済 37′350円 (補償額 49′800千円 )

コピー機費 280′ 000 277′ 43■ 2.569 トス料 116′ 640円、使用料 125,910円 、紙代34′881千円

雑  賢 10,00C 3′240 6′ 76C 正月用玄関飾 り3,240円

`ヽ

   言十 780′ 000 746′ 2■4 33′ 78(

Ⅱ
、
第
２
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
浜
野
町
内
会
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
計
画

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
、
感
染
拡
大
が
防
止
さ
れ
て
い
る
事
を
前
提
に
し
た
事

業
計
画
で
す
。
ま
た
、
３
密
防
止
や
各
種
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
、
行
動
変
容
を
踏
ま
え
た
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
の

町
内
会
活
動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【総
務
部
】

１
、
生
浜
地
区
関
連
諸
団
体
と
の
連
携
及
び
交
流
の
推
進

０

生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
、
生
浜
地
区
町
内
自
治
会

③

◎

司

行

政

悦山

菅

遠

連
絡
協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
生
浜
地
区
部
会
、
青
少

年
育
成
委
員
会
、
生
浜
西
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
等
と

連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
組
み
ま
す
。

②

諸
団
体
主
催
の
行
事

へ
の
参
加

・
参
画

①
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
部
会
主
催
の

「生
浜
地
区
体
育
祭
」
に
参
加
し
、
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

②
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
主
催
の

「新
年
賀
詞
交
歓

会
」
「
日
帰
り
研
修
会
」
に
参
加
し
、
他
の
町
内
会
自
治

会
や
諸
団
体
と
の
交
流
と
親
睦
を
図
り
ま
す
。
　

③
生
浜

西
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
の

「新
緑
を
歩
こ
う
会
」

「グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
「家
族
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

「歩
け
歩
け
大
会
」
等
に
参
加
し
ま
す
。

２
、
浜
野
町
民
と
の
交
流
と
親
睦
の
推
進

０

浜
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
の

「グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
に
参
加
し
ま
す
。

②

浜
野
町
の
歴
史
と
伝
統
文
化
で
あ
る

「８
月
の
盆
踊
り

大
会
」
と

「１０
月
の
諏
訪
神
社
秋
季
大
祭
」
は
町
民
が
交

流
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
浜
野
町
の
活

性
化
と
繁
栄
を
願
い
諸
団
体

。
本
行
寺

。
諏
訪
神
社
と
協

力
し
て
開
催
し

″
連
帯
と
協
調
の
町
″
と
し
て
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
よ
う
推
進
し
ま
す
。

③

「浜
野
町
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
で
は
、
町
内
会
の
全
組

織

。
諸
団
体
役
員
の
参
加
を
募
り
、
共
に
新
年
を
祝
い

「町
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
」
を
祈
念
し
、
開
催
し
ま
す
。

３
、
２
０
２
３
年
度
を
起
点
に
中
期
で
展
開
す
る

「新
た
な

行
事
や
賑
わ
い
の
創
出
、
加
入
促
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
、
次
世
代
育
成
」
な
ど
の
新
た
な
取
組
み
や
改
革

・

変
革
の
推
進

活
動
の
閉
塞
感

・
昔
な
が
ら
の
回
覧

。
町
内
会
離
れ
な
ど

の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
づ
く
り
。新
規
行
事
の
検
討
や
、
住
民
全
体
へ
の
発
信
力

の
向
上
・Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
な
ど
を
変
革
し
併
せ
て
組
織
改

革
や
次
世
代
育
成
を
合
め
、
皆
が
集
い
賑
わ
い
活
気
あ
ふ

れ
る
地
域
を
目
標
に
躍
動
的
な
町
内
会
活
動
を
構
築
す
る
。

キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー
ス

「
に
ぎ
わ
い
創
ろ
う
、
浜
野
町
！
」

０

新
行
事
の
新
設
と
共
に
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

・
行
事
を

広
く
住
民
か
ら
募
集
す
る

①

「仮
称
…
ご
ご
う
た
フ
レ
ン
ス
浜
野
」
と
題
し
、
文
化

部
主
催
で
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
を
実
施
す
る
。
６
月
開
始

予
定
で

「個
人
向
け

。
月
２
回
」
と

「子
育
て
世
代
家
族

向
け

・
月
１
回
」
の
２
種
　
②
会
員
だ
け
で
は
無
く
、
広

く
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
の
募
集

②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り

「ビ
ー
チ
フ
ィ
ー

ル
ド
ろ
く
レ
ン
ジ
ヤ
ー
」
の
推
進

「①
盆
踊
り
盛
り
あ
げ
隊
　
②
伝
統
文
化
継
承
し
隊

③
ア
イ
デ
ア
創
出
し
隊
　
④
楽
し
く
サ
ー
ク
リ
隊
　
⑤
お

2022年度 (令和4年度)浜野会館 収支決算報告書

=会 計 監 童 報 告 =
私たち会計監査は、2022年 4月 1日から2023年 3月 31日 までの

浜野町内会の会計執行状況を監査いたしました。

1.監査の概要

会計帳簿、通帳、領収書、現金その他必要に応じて、関運帳票の開覧

並びに聴取をいたしました。

2.監査の結果

会計帳簿、通帳、領収書、現金その他すべて適正であると認めました。

2023年 4月  6日
浜野 町内会会計監査

2022年度 (令和4年度)浜野町内会 積立金決算報告書

内

訳

(支収 オリ息 リ

(繰入 金 )

(支出 金 )

56 ξ

1′ 000′ 00〔

△ 381,95g

彗通 預 金 ■l」 思

1′000,000

422′ 625
2′000′ 000

40,666

一般会計より繰り入れ

投差スロース 手すり付き玄 関台 、立上り手すり

《将 層u会計 2》a踊 リ 単位 :円

項 目 前 年 度 当 年 度 呻 輛 考

前期 繰 越 金 2,785,80E 2,785,832
収入金 0 0 盆足雨り中止の為 1又入ゼロ

受取利 息 24

支出金 0 ■4_90フ 1490 盆踊り中止も実行委員会関連着用の支出

次期繰越金 2′ 785′ 832 2′770′94g △ 1488[
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令和 5年 5月 号のま|ま

祭
り
盛
り
あ
げ
隊
　
⑥
お
神
輿
か
つ
ぎ
隊
」
を
募
集
し

″
し
た
い
人
″
と
共
に
楽
し
む
機
会
の
創
出

★
そ
れ
ぞ
れ
に
分
科
会
で
の
推
進
と
共
に
、
地
域
の
諸
団

体
と
の
協
力

・
協
調

・
共
感
も
は
か
る
。

③

参
加
者
が
確
認
で
き
る
独
自
イ
ベ
ン
ト
で
は

「未
入
会

員
か
ら
の
参
加
費
納
入
」
の
慣
例
化

①
既
存
の
５
行
事

「絵
手
紙

。
太
極
拳

・
健
康
麻
雀
ク
ラ

ブ
定
例
会

・
文
化
講
演
会

・
囲
碁

・
将
棋

。
麻
雀
大
会
」

と
、
新
規
の

「ご
ご
う
た
フ
レ
ン
ズ
浜
野
」
で
す
。
そ
の

他
新
規
で
対
象
有
り
　
②
行
事
認
知
度
を
上
げ
参
加
者
に

楽
し
ん
で
頂
き
町
内
会

へ
の
入
会
を
薦
め
た
い

★
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催

。
共
催
や
他
組
織
と
の
共
催

イ
ベ
ン
ト
に
は
適
用
し
な
い

Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
導
入
へ
の
チ
ヤ
レ
ン
ジ

・
推
進

（Ｐ
Ｊ
Ｔ
チ
ー

ム
で
の
推
進
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

２
０
２
４
年
度
の
テ
ス
ト
導
入
に
取
組
み
ま
す
。

紙
ベ
ー
ス
で
の
回
覧
報
や
参
加
集
約
な
ど
を
、
ス
マ
ホ

や
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
方
法
を
模
索
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
実
現

に
向
け
検
討
す
る
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
動
や
紙

ベ
ー
ス
必
要
者

へ
の
ケ
ア
を
講
じ
た
上
で
、
２
０
２
５
年

度
本
格
導
入
に
向
け
推
進
し
ま
す
。

①
本
年
度
は
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
策
定
並
び
に
検
討
と
、
機

器
準
備
＆
テ
ス
ト
導
入
も
実
施
　
②
２
０
２
４
年
度
順
次

テ
ス
ト
導
入

・
展
開
と
、
課
題
解
決

へ
の
対
応

働

ジ
エ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
対
応
で
２
０
２
４
年
度
に
婦
人
部

を
推
進
部
に
変
更

①
関
連
内
規
の
変
更
対
応
や
推
進
部
移
行
に
備
え
た
活
動

内
容
の
変
革
　
②
２
０
２
３
年
度
よ
り
、
浜
野
会
館
清
掃

作
業
を
止
め
、
外
注
に
変
更
　
③
２
０
２
４
年
度
の
各
町

会
の
役
員
選
出
の
中
で

「婦
人
部
２
名
で
は
な
く
推
進
部

２
名
の
選
出
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
男
女
を
問

わ
ず
の
選
出
に
な
り
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
女
性
の
み
の

選
出
で
も
可
。

⑥

脱
会
者

へ
の
再
入
会
案
内
の
継
続
的
な
実
施
な
ど
会
員

増

へ
の
取
組
み

①
転
居
し
新
住
人
に
な
ら
れ
た
世
帯
向
け
の

「入
会
案
内

一
式
」

②
長
年
お
住
ま
い
で

一
度
も
入
会
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
住
民
向
け
の

「入
会
案
内

一
式
」

③
脱
会
届
け

提
出
者
に
対
す
る
町
会
長

「面
談
用
の
ツ
ー
ル
一
式
」

④
脱
会
し
た
世
帯
向
け
の

「再
入
会
案
内

一
式
」

⑤
新

興
住
宅
地
開
発
物
件
の
施
行
業
者

へ
の

「
ア
プ
ロ
ー
チ
資

料

一
式
」

⑥
新
規
ア
パ
ー
ト
建
設
時
の
事
業
者
向
け
の

「
ア
プ
ロ
ー
チ
資
料

一
式
」
（★
町
内
会
役
員
は
全
て

一
式

を
所
持
、
町
会
長
は
①
②
③
④
を
数
セ
ッ
ト
所
持
す
る
）

従
来
行
っ
て
い
た
加
入
促
進
期
間
で
の
集
中
活
動
は
設
け

ず
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
適
宜
実
施
す
る
。

０

住
民
共
通
費
用
に
つ
い
て
未
加
入
者

へ
の
請
求
の
実
施

に
つ
い
て

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
修
繕
費
が
発
生
し
た
際
に
、
利

用
者
応
分
負
担
で
未
入
会
者
に
請
求
　
★
昨
年
度
、
あ
る

町
会
で
２５
名
の
未
加
入
員
に
請
求
依
頼
し
２３
名
に
振
込
み

頂
い
た
　
②
そ
の
他
に
も
対
象
と
な
る
費
用
の
抽
出
も
検

討
し
、
今
後
の
対
応
策
を
考
え
る
。

本
組
み
に
際
し
て
の
環
境
整
備
等
の
予
算

０

カ
ラ
オ
ケ
設
備
関
連
の
什
器

・
備
品

（般
会
計
…
什
器

備
品
）

①
デ
ィ
ス
ク
５５
千
円
　
②
モ
ニ
タ
ー
＆
台
２
０
０
千
円

③
関
連
備
品
５
千
円

②

パ
ソ
コ
ン
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
什
器

。
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備

①

ポ

ケ

ッ

ト

Ｗ

Ｉ

‐

Ｆ

Ｉ

。

フ

リ

Ｉ

Ｗ

Ｉ

‐

Ｈ

Ｉ

…

７０

千

円

（
一
般
会
計
…
什
器
備
品
他
）

②
同
　
通
信
費
１
０
０
千

円

（１０
ヶ
月
）
（会
館
会
計
…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
使
用
料
）

③
シ
ス
テ
ム
導
入
初
期
費
用
と
運
用
費
１
０
０
千
円

（
一

般
会
計
…
事
業
費
総
務
費
）

４
、
区
会
議
の
開
催

町
内
会
の
活
動
方
針
の
推
進
と
徹
底
、
及
び
町
会
の
親
睦

や
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
区
長
主
導
に

よ
る
区
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

５
、
生
浜
高
校
の
「居
場
所
カ
フ
エ
」
の
支
援

・
協
力
の
継
続

千
葉
県
健
康
福
祉
部
主
管
で
予
算
化
さ
れ
、
い
ち
は
ら
福

祉
ネ
ッ
ト
が
主
導
で
運
営
す
る

「居
場
所
カ
フ
ェ
」
は
、

ハ
イ
テ
イ
ー
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト
千
葉

。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば

。

千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
稲
毛
こ
ひ
つ
じ
園
等
が
協
力

し
、
交
流
や
相
談
な
ど
の
対
話
を
通
し
て
生
徒
の
社
会
と

の
関
わ
り
や
後
押
し
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
方
向
性
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ

一
部
変
更
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
町
内
会
と
し
て
は
本
年
度
も
開
催

時
に
協
力
者
数
名
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

６
、
浜
野
会
館
の
適
正
な
管
理

・
運
営

０

浜
野
会
館
は
、
町
民
の
融
和
と
親
睦
を
図
る
な
ど

″

浜
野
町
住
民
の
共
有
施
設
″
で
す
。
管
理
責
任
者

・
管

理
人
に
よ
り

「浜
野
会
館
使
用
心
得
」
に
基
づ
き
運
営
を

行
い
ま
す
。

②

会
館
事
務
所
に
毎
週
土
曜
日
９
時
３０
分
～
１２
時
００
分
は

在
室
し
、
会
館
の
使
用
申
請
の
受
付
や

コ
ピ
ー
機
使
用
に

関
す
る
業
務
等
を
行
い
ま
す
。

③

浜
野
会
館
の
使
用
に
関
し
、
２
０
２
１
年
度
よ
り
各
町

会
が
公
式
会
議
等
で
使
用
す
る
場
合
は
無
料
と
し
、
加
え

て
電
話
で
仮
予
約
が
で
き
る
よ
う
変
更
し
て
い
ま
す
。
数

名
で
の
打
合
せ
な
ど
を
合
め
、
今
ま
で
以
上
に
有
効
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

★
電
話
予
約
は
、
６
月
ょ
り
毎
日
１０
時
～
１７
時
の
間
で
会

館
管
理
人
の
携
帯
に
連
絡

（５
月
ま
で
は
毎
日
１８
時
～

２０
時
の
間
で
管
理
人
の
自
宅
電
話
に
連
絡
）

０

浜
野
会
館
の
年
末
大
掃
除
を
町
内
会
役
員
と
青
年
部
で

・２
月
２４
日
に
実
施
し
ま
す
。

働

従
来
婦
人
部
で
実
施
し
て
い
た
毎
月
の
会
館
清
掃
に
つ

い
て
は
、
前
述
の
町
内
会
方
針
に
準
じ
て
、
本
年
度
よ
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。

７
、
浜
野
会
館
等
の
什
器

。
備
品
の
整
備
や
修
繕

浜
野
会
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
館
内
手
摺
り
設
置
や
避
難
誘
導

灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
は
、
市
の
補
助
金
を
利
用
で
き

る
２
０
２
５
年
度
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
本
年
よ
り
２

年
間
で
修
繕
が
必
要
な
箇
所
を
精
査
し
、
有
効
な
修
繕
が

で
き
る
よ
う
事
前
点
検
を
行
い
ま
す
。
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【生
活
環
境
部
】

１
、
ご
み
の
削
減

。
清
掃
活
動
、
及
び
環
境
整
備

０

町
内
会

一
斉
美
化
活
動
の
実
施

千
葉
市
を
あ
げ
て
の

「ご
み
ゼ

ロ
ク
リ
ー
ン
運
動
」
の

展
開
に
賛
同
し
、
今
年
度
も

〃
私
た
ち
の
住
む
町
は
私

た
ち
の
手
で
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
内

一
斉
清
掃
を

６
月
４
日
と
１２
月
３
日
に
年
２
回
実
施
し
ま
す
。

②

が
」
み
の
削
減
並
び
に
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

③

各
町
会
に
設
置
し
て
い
る

「ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

清
掃
や
必
要
な
修
繕
を
適
宣
行
う
他
、
啓
発
掲
示
物
等
、

担
当
町
会
で
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

④

道
路

・
舗
道
の
修
繕
や
排
水
溝
の
補
修
、
防
犯
街
灯
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設
や
修
繕
の
他
町
内
の
美
化

（除
草

・

消
毒

・
樹
木
の
伐
採
）
や
危
険
場
所
の
改
善
な
ど
、
要
望

書
は
、
町
会
長
↓
区
長
↓
町
内
会
長
の
手
順
で
行
政
に
申

請
し
、
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄

物
の
収
集
依
頼
に
つ
い
て
は
、
早
期
対
応
を
目
的
と
し
て

２
０
２
２
年
度
よ
り
、
各
町
会
長
が
専
用
用
紙
に
記
入
し

直
接
行
政
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
依
頼
す
る
対
応
と
し
て
い
ま
す
。

★
不
法
投
棄
物
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
の
場
合
は
環

境
事
務
所
、
他
場
所
は
土
木
事
務
所

働

啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
貼
付
け
や
貼
替
の
適
宜
実
施
並
び
に

指
導
町
内
会
で
は
１７
種
類
の
独
自
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
パ
ウ

チ
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
各
町
会
よ
り
必
要
数
を
随
時
受

付
け

「き
れ
い
な
状
態
で
の
掲
示
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
１
１
０
番
通
報
３
種

・
ポ
イ
捨
て
２
種

・
不
法
投
棄

４
種

・
ゴ
ミ
出
し
関
連
３
種

・
交
通
安
全
関
連
４
種

・
ペ
ッ

ト
の
糞
処
理
１
種

。
そ
の
他
要
望
に
応
じ
作
成
し
ま
す
。

２
、
防
災
活
動

①

自
主
防
災
活
動
は
、
町
内
会
会
議
や
役
員
会
の
中
で
予

告
な
し
に
実
施
し
ま
す
。

②

生
浜
地
区
合
同
防
災
訓
練

。
９
都
県
市
合
同
防
災
訓
練

へ
の
参
画
、
並
び
に
各
避
難
所
の
運
営
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
尚
、
町
内
会
役
員
及
び
協
力
者
が
、
生
浜
小

学
校

・
生
浜
西
小
学
校
の
避
難
所
運
営
委
員
と
し
て
の
役

割
を
担

っ
て
お
り
、
行
政
自
治
体
に
よ
る
出
動
要
請
に
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

０

津
波
対
策
と
し
て
、
緊
急
避
難
が
で
き
る
建
物
の
管
理

者
と

「施
設
等
の
使
用
に
関
す
る
協
定
書
」
を
現
行
以
上

に
締
結
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

④

″
２
０
１
９
年
度
版

「ふ
く
し

・
防
災
ガ
イ
ド
＆
マ
ッ

プ
ア

を
活
用
し
、
暮
ら
し
の
安
全
や
防
災
意
識
の
高
揚

な
ど
に
つ
い
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

り

避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
増
や

「災
害
時
の
安

否
確
認
体
制
表
」
の
活
用
な
ど
、
災
害
発
生
を
想
定
し
た

臨
場
感
の
あ
る
避
難
訓
練
に
な
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

３
、
防
犯
活
動

中
央
警
察
署

・
浜
野
駅
前
交
番
と
連
携
を
密
に
し
、
防
犯

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

０

防
犯
講
話
会

防
犯
講
話
会
は
中
央
警
察
署
生
活
安
全
課
よ
り
講
師
を

招
き
、
犯
罪
状
況
や
防
犯
活
動
に
関
す
る
講
習
会
を
、
年

１
回
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
を
対
象
に
行
い
防
犯
意
識

高
揚
を
図
り
ま
す
。
本
年
度
の
開
催
可
否
は
中
央
警
察
署

と
相
談
し
決
定
し
ま
す
。

②

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
従
来
行
な

っ
て
き
た
合
同
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
は
実
施
せ
ず
、
６
月
１８
日
と
１２
月
年
末
に
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
に
よ
り

「町
会
ご
と
の
防
犯

。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

③

セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ヤ
ー
生
浜
小
学
校

。
生
浜
西

小
学
校
の
セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

（学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
）
は
登
下
校
時
の
児
童
を
交
通
事
故
や
事
件

か
ら
守
る
上
で
重
要
な
活
動
と
な

っ
て
い
ま
す
。
町
内
会

と
し
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
の
推
薦
依
頼

へ
の
協
力
の
他
、
毎
年
３
月
に
新
規
セ
ー
フ
テ
イ
ー
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
募
集
の
回
覧
や
広
報
版
掲
示
を
行
い
ま
す
。

４
、
「防
犯
標
語
」
や

「立
て
看
板
」
の
維
持
管
理

防
犯
標
語
看
板
や

一
時
緊
急
避
難
場
所
の
看
板
を
、
各
町

会
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
取
付
け
状
態
の
維
持
管
理
等
に

つ
い
て
、
指
導

・
支
援
を
行
い
ま
す
。

５
、
防
犯
街
灯

防
犯
街
灯
の
維
持
管
理
は
町
内
会
が
担
う
重
要
な
役
割
の

一
つ
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
切
れ
や
破
損
等
の
維
持
管
理

と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て
新
設
を
行
い
、
地
域
の
安
全
性

向
上
に
努
め
ま
す
。

【広
報
部
】

１
、
町
内
会
報
の
発
刊

０

町
内
会
報
は
、
町
内
会

・
地
域
の
活
動
内
容
や
予
定
を

網
羅
し
て
お
り
、
情
報
公
開
誌
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

内
容
の
充
実
に
向
け
取
材
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

②

町
内
会
報
は
、
毎
月
の
月
初
め
の
発
行
を
目
ざ
し
ま
す

の
で
、
各
町
会
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
配
布
に
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
町
内
会
報
の
配
布
に
あ
た

つ
て
は
、
賛
助

会
員

へ
は
町
会
長
が
、　
一
般
会
員

へ
は
回
覧
方
式
で
は
な

く
、
原
則
と
し
て
町
会
長
や
班
長
に
よ
る
個
別
配
布
を

お
願
い
し
ま
す
。

③

諸
団
体
の
行
事
内
容

。
日
程
、
並
び
に
原
稿
や
写
真
等

に
つ
い
て
、
広
報
部
長
宛
に
毎
月
２０
日
ま
で
に
提
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

２
、
広
報
掲
示
板
の
管
理

広
報
掲
示
板
は
、
現
在
町
内
の
１４
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
担
当
町
会
で
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３
、
浜
野
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充

実
と
共
に
、
活
用
方
法
や
認
知
度
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
尚
、

簡
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ

ち
ら
か
ら
。

４
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
模
索

浜
野
会
館
に
モ
バ
イ
ル
環
境
整
備
の
検
討
を

行
う
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
動
や

ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
打
合
せ
や
情
報
共
有
な

ど
、
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上

ヘ

の
体
制
を
模
索
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
町
内

会
の
方
針
に
則
り
、
広
報
部
が
中
心
と
な
り

役
員
他
Ｉ
Ｔ
関
連
の
専
門
性
を
有
す
る
協
力

者
と
連
携
し
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
プ

ロ
ジ

ェ
ク

尚、簡易にアクセスできるORE― ドはこちら 一
*その他、浜野町内会ホームページヘのアクセスは、

■ yahooま たは9oo91eより「浜野町内会」と入
■ 又は httpS I“ WW choka nfo/hanlanocho 壽̈
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ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
電
子
回
覧
方
法
等
の
検
討

。
試
行

を
行
い
、
２
０
２
４
年
度
テ
ス
ト
導
入
へ
の
最
適
シ
ナ
リ

オ
策
定
に
取
組
み
ま
す
。
最
終
目
標
と
し
て
は
、
２
０
２

５
年
度
に
は
回
覧
や
参
加
者
集
約
な
ど
の
電
子
化
を
視
野

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
動
各
部
の
個
別
ツ
ー
ル
と
の
連

動
を
図
り
た
い
。
但
し
、
Ｉ
Ｔ
対
応
が
難
し
い
世
帯
に
つ

い
て
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
対
応
を
継
続
し
不
都
合
の
生
じ
な

い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

【文
化
部
】

文
化

・
教
養

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
以
下
の
と

お
り
推
進
し
ま
す
。

１
、
仮
称

「
ご
ご
う
た
フ
レ
ン
ス
浜
野
」
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
の
立
上
げ
当
初
は
文
化
部
が
中
心
と
な
り
仮
称

「
ご
ご
う
た
フ
レ
ン
ス
浜
野
」
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク

ル
を
６
月
に
立
上
げ
、
浜
野
町
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
作
り
を
推
進
し
ま
す
。

０

参
加
者
　
浜
野
町
に
住
む
住
民

②

参
加
費
　
町
内
会
員
と
未
入
会
の
方
に
金
額
差
を
つ
け

そ
の
都
度
参
加
費
を
頂
く
　
★
参
加
費
は
年
に

一
度
の
最

新
曲
イ
ン
ス
ト
ー
ル
費
用
等
に
充
当
予
定

０

開
催
日
時
　
本
年
６
月
か
ら
実
施
予
定
で
、
詳
細
は
別

途
案
内
し
ま
す
。
①
個
人
向
け
に
は
、
毎
月
第
１

・
３
土
曜

日
の
午
後
１４
時
～
１６
時
。
②
子
育
て
世
代
の
ご
家
族
様
向

け
の
企
画
も
実
施
。
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
後
１４
時
～
１６
時

④

開
催
内
容
　
業
務
用
高
品
質
カ
ラ
オ
ケ
デ
ィ
ス
ク
で
新

曲
合
む
２５
万
曲
を
歌
い
放
題
　
★
１
２
０
分
で
約
２５
曲
前

後
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
可
能
　
★
７５
型
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
有
り

２
、
文
化
講
演
会
の
開
催

「第
２．
回
文
化
講
演
会
」
は
昨
年
好
評
で
あ
っ
た
ミ
ニ
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
第
２
弾
と
し
て
、
開
催
月
を
１１
月
に
変
更

し
２６
日
に
開
催
し
ま
す
。
今
後
は
毎
年
１１
月
第
４
週
日
曜

日
に
開
催
予
定
。

★
本
年
よ
り
、
町
内
会
未
入
会
者
に
は
参
加
費
を
納
め
て

頂
き
ま
す
。

３
、
諏
訪
神
社
節
分
祭
で
の

「小
学
６
年
生
の
豆
ま
き
体
験
」

の
実
施

２
０
２
４
年
２
月
３
日
の
諏
訪
神
社
の
節
分
祭
に
お
い
て
、

浜
野
町
に
在
住
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に

「豆
ま
き
体

験
」
を
行
い
ま
す
。

４
、
囲
碁

・
将
棋

・
麻
雀
大
会
の
開
催

「第
３３
回
囲
碁

・
将
棋
大
会
、
第
３
回
麻
雀
大
会
」
を
、

２
０
２
４
年
２
月
２５
日
に
開
催
し
学
校
を
合
む
浜
野
町
住

民
と
の
親
睦

。
協
調
を
図
り
ま
す
。

★
同
時
に
オ
セ
ロ
大
会
も
検
討
中
　
★
な
お
本
年
よ
り
、

町
内
会
未
入
会
者
に
は
参
加
費
を
納
め
て
頂
き
ま
す
。

５
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
講
習
会
等
の
新
規
実
施
の
模
索

新
し
い
サ
ー
ク
ル
活
動
や
講
習
会

・
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

に
つ
い
て
模
索
す
る
と
共
に
、
皆
様
か
ら
の
提
案
や
要
望

も
参
考
に
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

【福
祉
部
】

１
、
敬
老
の
集
い
の
開
催

民
生
児
童
委
員
他
諸
団
体
と
協
力
し
、
「第
３６
回
浜
野
町
敬

老
の
集
い
」
を
９
月
１７
日
に
、
浜
野
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

２
、
ふ
れ
あ
い

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
生
浜
地
区
部
会
の
メ
ン
バ
ー
や
あ
ん
し

ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
浜
野
と
協
力
し
、
「浜
野
町
ふ
れ
あ
い
。

い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
浜
野
会
館
で
、
８
月
と
１２
月
を
除

い
て
年
１０
回
。
毎
月
第
４
金
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

★
但
し
本
年
度
は
４
月
と
５
月
は
中
止
し
ま
す
。

３
、
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の
推
進

浜
野
町
の
″
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
″
に
つ
い
て

「７５
歳

以
上
独
居
者
」
を
対
象
に
、
継
続
し
て
推
進
致
し
ま
す
。

①

５
月
～
６
月
に
、
民
生
児
童
委
員
が
主
体
と
な
っ
て
見

守
り
対
象
者
の
再
確
認
を
行
う
活
動
に
連
動
し
、
各
町
会

独
自
の
対
象
者
に
つ
い
て
も
再
確
認
を
行
い
ま
す
。

②

各
町
会

・
各
班
の
グ
ル
ー
プ
長
が
実
施
す
る
、
近
隣
の

独
居
高
齢
者

へ
の
見
守
り
活
動
ち
ょ
こ
っ
と
見
守
り

。
声

掛
け
運
動
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

４
、
グ
ル
ー
フ
長

（
＆
班
長
）
の
具
体
的
な
活
動

０

グ
ル
ー
プ
内
の
町
会
未
加
入
者
を
合
む
独
居
高
齢
者

（７５
歳
以
上
）
を
把
握
し
、
暫
く
見
か
け
な
い
場
合
や
新

聞

・
郵
便
物
が
溜
ま
っ
て
い
る
場
合
に
訪
問
し
、

②

安
否
の
確
認
を
実
施
す
る
。
■
（に
２
～
３
日
程
度
）

０

可
能
で
あ
れ
ば
、
日
頃
よ
り
、
定
期
的
に
顔
合
わ
せ
す

る
機
会
を
つ
く
る
。

④

活
動
内
容
等
の
報
告
は
不
要
。

５
、
育
児
サ
ロ
ン
の
開
催
へ
の
協
力

社
協
主
催
の

「育
児
サ
ロ
ン
の
開
催
」
に
浜
野
会
館
の
提

供
や
可
能
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

６
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集

民
生
児
童
委
員
と
協
力
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
募

集
を
支
援
し
ま
す
。

【婦
人
部
】

婦
人
部
の
独
自
活
動
と
町
内
会
行
事

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、

以
下
の
と
お
り
取
組
み
ま
す
。

１
、
婦
人
部
総
会
を
４
月
１６
日
に
開
催

２
、
婦
人
部
主
催
の
行
事
の
実
施

０

絵
手
紙
教
室
を
毎
月
第
３
日
曜
日
９
時
４５
分
～
ｎ
時
４５

分
…
浜
野
会
館

②

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
体
操
を
毎
月
第
１

・
２

・
３
水
曜
日

１０
時
～
１１
時
…
浜
野
会
館

★
介
護
予
防
体
操
か
ら
シ
エ
ア
リ
ー
ダ
ー
体
操
に
名
称
変
更

０

太
極
拳
を
毎
週
月
曜
日
９
時
３０
分
～
１０
時
１５
分
に
浜
野

会
館
で
開
催
し
ま
す
。

３
、
婦
人
部
の
仮
称
推
進
部
移
行
に
向
け
、
最
適
体
制
の
検

討
や
新
規
事
業
の
模
索

４
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

０

盆
踊
り
大
会

へ
の
参
加
協
力

（８
月
１７

・
・８
日
）

■
盆
踊
り
大
会
に
向
け
踊
り
練
習
会
の
運
営
も
行
う
予
定

■
舞
台
等
の
設
営

・
解
体
に
も
参
加
協
力

（８
月
）

②

敬
老
の
集
い
に
参
加
協
力

（９
月
１７
日
）

０

生
浜
地
区
体
育
祭

（１１
月
３
日
）
に
参
加
協
力
と
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
等
の
洗
濯
の
実
施

０

文
化
講
演
会
に
参
加
協
力

（１１
月
２６
日
）

６

賀
詞
交
歓
会
に
参
加
協
力

（１
月
７
日
）

⑥

囲
碁

・
将
棋

・
麻
雀
大
会
に
協
力

（２
月
２５
日
）

【青
年
部
】

明
る
く
健
康
的
な
町
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、
青
年
層
の
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令和 5年 5月 号 は  ま  の

2023年度(令和5年度)浜野町内会一般会計収支予算書(案 )

注 1)研 修費は、生浜地区や中央区でこの7年間未実施の為予算はゼロとし、開催される場合は予備賣より充当することとする。

注 2)事 業費総務部の予算には「ICT導入の初期費・運用費として100千円」を計上しているが、導入が本年度 o「次年度かは進捗しだい。

収入の部 (単位 :円 )

項  目 予算額 備 考

内

費

町

会

一般会費 4′ 760′ 000 一般 1′000F x4′ 200円、団体住民会員235戸  (]ホ
゛
ットホーム・レオリt° レス・り1° テラ・ヤマサキ。大東建言毛・ヒ

゜
タットリtウス)

賛助会費 441′ 000 53社×@7′ 000円  ((05′ 000F]は 各町「ちさ)

交付金 市交付金 520′000 会員数 1′ 300戸×@400円 (一般会員・団体住民。賛助 )

補助金 街灯補助金 1′ 000′ 000 管理費850千円、新設費 150千円 (通常街灯3灯)修理賣0円

雑収入 雑 収 入 401′ 000
新年賀詞交歓会会買・祝儀 100千円、募金事務収入7千円、廃棄物適正化推進手当24千円、

国有地使用料分担金 (山王会館等の土地)受入70千円、体育祭祝儀200千円

繰越金 前年度繰越金 1′ 739′056

合  計 8′ 861′ 056

支出の部

項  目 予算額 備 考

総

務

費

役職手当 930′ 000 町内会役員14名 (監査2名含)、 町会長21名

会 議 費 10′000 俗会・町会長会議・役員会での浜野会館以外での使用料

研 修 賣 0 生浜地区連協役員研修

交 際 費 200′000 各町内自治会。学校・各種団体機関等の寸志・慶弔費等

旅  費 10′000 役員交通費

事務用品費 70′ 000 事務用品各種

什器備品質 400′ 000 モニター、ディスク、フリーwin、 ポヶットwri、 浜野町ポロシャツ・ベスト各50枚、日用雑貨・什器備品等

区運営費 126′000 賛助会賣区交付金2千円×63社

雑  費 70′ 000 正月F5松カード (各戸配布)、 役員名刺代、ガソリン t、 切手代等

言十 1′ 816′ 000

事

業

費

続 音F 340′ 000 聡会・町会長会議。役員会・監査等準備 &資料コピー代、国有地使用料、IC丁費用その他

環境部 100′000 防犯パトロール活動、一斉清掃等美化活動・ゴミ袋購入、防災訓練、防犯・防災グッズ購入等

各 文化音F 200′ 000 ごあたフレンズ浜野、小 6豆撒き、文化講演会、囲碁・将棋・麻雀大会開催等
部

蓬
′衣幸長音F 700,000 会報発行 (毎月)、 写真原稿取材、広報板管理等、町内会ホームページ更新

動 婦人部 50′ 000 婦人部諸活動、町内会各行事支援

賣 青年部 80′ 000 七夕・クリスマス会等青年部諸活動、町内会各行事支援

福祉部 40,000 敬老の集い、いきいきサロン、社協活動との連携等

/Jヽ 言十 1′ 510′000

行事費 640′000 グランドJレフ20千円、敬老の集い120千円、体育祭300千円、新年賀詞交歓会200千円

助成金 785′000
老人クラブ30千円、浜野スホ―゚ツ振興会 120千円、囃子保存会 50千円、神輿愛好会80千円、

西小地区 P T A50千 円、浜東子供会 10千円、諏訪神社300千円、第六天神社80千円、

稲荷神社 20千円、山王権現 10千円、旧商栄会街路灯35千円 (5千円×7灯 )

負担金 610′000
地区連協70千円、西小スホ―゚ツ振興会80千円、育成委員会57千円、美しくする会50千円、

体育祭 143千円、社会福祉協議会会費 100千円、赤い羽根共同募金 50千円、

日赤社資50千円、生浜地区地域運営委員会事務賣 10千円

街灯費 1′ 200′ 00C 電気代 1′ 200千円、新設費 100千円 (通常街灯 1灯)、 修理費0円

計 4′ 745′ 00C

会 館 助 成 金 600′ 000 会館運営費の不足分補助

予備賣
積立繰入金 0 施設営繕費 (会館建替え準備金含む)・文化遺産継承のための積立金

次年度繰越金 1′ 700′ 056

合  計 8′ 861′ 056
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のまは 令和 5年 5月 号

Z023年 度 (令和 5年度 )浜 野 会 館 41支予 算 書

町
内
会
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
目
的
に
青
年
部
主
催
行

事
の
実
施
や
、
町
内
会
行
事
で
の
出
店

。
参
加
協
力
を
以
下

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１
、
青
年
部
総
会
の
開
催
（２
０
２
３
年
３
・
１２
に
実
施
済
み
）

２
、
青
年
部
の
主
催
行
事
や
出
店
活
動
の
実
施

０

健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ
定
例
会
の
開
催

（奇
数
月
の
第
２
日

曜
日
　
★
但
し
１
月
を
除
く
）

②

七
タ
イ
ベ
ン
ト

「短
冊
づ
く
り
」
開
催

（７

・
２
）

０

盆
踊
り
大
会
に
出
店

「ビ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

Ⅳ
、
第
４
号
議
案
　
町
内
会
役
員
承
認
の
件

１
、
役
員
推
薦
委
員
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
町
内
会
長
の
承
認

に
つ
い
て

（推
薦
委
員
長
）

町
内
会
長
　
秋

葉

光

重

（新
任
）

★
尚
、
町
内
会
長
の
承
認
が
議
決
さ
れ
た
後

「役
員
推
薦

委
員
会
」
は
解
散
致
し
ま
す
。

２
、
町
内
会
会
則

″
第
１２
条

第
２
項

・
４
項
″
に
よ
り
、

町
内
会
長
が
指
名
し
町
内
会
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

注 ■)win使 用 料 は本 年 度 より支 出 で初 年 度 は ■ Oヶ月 分 の計 上

注 2)会 館 清 掃 代 は本 年 度 より支 出  (シルバ ー人 材 セ ンターと契 約 )

2023年度 浜野町内会 役員名簿

卜
」

０

諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
前
夜
の
宵
祭
り
に
出
店

「ビ
ー

ル
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
焼
き
そ
ば
等
」
（１０

・
７
）

Ｄ

ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
催

（１２

・
・７
）

３
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

０

盆
踊
り
大
会

へ
の
参
加
協
力

（８

・
１７

・
・８
）

■
舞
台
等
の
設
営

・
解
体
に
も
参
加
協
力

（８
月
）

②

生
浜
地
区
体
育
祭
に
参
加
協
力

（１１

・
３
）

０

浜
野
会
館
の
年
末
大
掃
除
に
参
加
協
力

（１２

・
２４
）

④

賀
詞
交
歓
会
に
参
加
協
力

（１

・
７
）

４
、
青
年
部
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

構
築
へ
の
参
画
浜
野
町
内
会
で
の
Ｉ
Ｃ
丁
の
導
入
に

向
け
、
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
青
年
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

の
連
動
を
含
め
た
仕
組
み
の
構
築
を
図
り
、
使
い
や

す
い
親
し
み
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
フ
ロ
ジ
エ
ク

Ⅲ
、
第
３
号
議
案
　
付
帯
決
議

１
、
２
０
２
３
年
度
に
お
い
て
、
事
業
及
び
予
算
等
に

軽
微
な
変
更
を
要
す
る
に
至
っ
た
場
合
は
、
役
員
会

に
お
い
て
決
議
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
、
町
内
会
活
動
に
お
い
て
、
専
門
性
を
有
す
る
技
能

者
に
委
嘱
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
委
嘱
者

や
そ
の
役
割
及
び
報
酬
等
に
つ
い
て
役
員
会
に

一
任

す
る
こ
と
と
す
る
。

単 4陸 :円

項  目 予 算 額 備 考

会 館 使 用 料 60,000 町 内 会・ 町
`螢

0円 、議ヨイ系巨]イ本等 351F■ 、一-1没 25F円

コピー使 用 料 等 250.000 ]ヒ
。一イ吏用 料 (モノクロ■枚 4円 Or 5円、カラー40円or45円 )、 ラミネート25円

会 館 助 成 金 600,000 不 足 分 を 一一般 会 言十か ら補 填

合  計 9■ 0′ 000

出

支

管 理 人 手 当 60′ 000 月 毎ヨ5千=円 X■ 2カ月

水 道 光 熱 賣 290′ 000 電 気 2551F■ 、土■ l‐ 水 道 25F円 、ガ ス ■0千 円

ネットワーク使 用 料 ■00′ 000 フリーwin、 ポヶ 小 winの使 用 料 (■ Oヶ月 分 )

器 具 消 耗 品 費 42′ 000 モップ ‐

'先

斉」・ トイレ用 品 、その他

修 繕 費 。消 防 点 検 費 60′ 000 シ肖火 設 備 年 2口國点 検 36千円 、その rth_修 IEF・ 月気検 ‐清 ま尋等

火 災 保 険 料 38′ 000 」 Aメこた葬じ斉 (ネ甫砦萎頂49′ 800F円 )

コピー櫂塵豊 280′ 000 リース料 ■■7千円 、]ヒ 一゚機 イ吏用 料 ■30千 円 、用 紙 その他 33千 円

受さf漕澤討尋費 30′ 000 会 館 清 掃 費

雑  責 ■0′ 000 正 月 用 お 飾 り、そ の 他

モ卦  言十 9■ 0′ 000

1又 こヽ モ卦 言十 0

役  職  名 氏 名 備考

町 内 会 長 秋 葉  光重 新任

副 町 内会 長 松 岡 義 明 留任

計 ― 宮 文 夫 留任

第 1区 区長 長 嶋 圭
我 新任

第 2区 区長 市 り|| 榮 留任

第 3区 区 長 大 健 通 夫 留任

総 務 音F長  (理事) 大 徒 通 夫 留任

広 報 部 長 (理事) 伊 東 欣 孝 菊祗

文 化 部 長 (理事) 大 塚 麻 理 任

一任

留

一留福 祉 部 長 (理事) 米 原 忠 秀

婦 人 吉F長  (理事) 白 丼 由美子 留任

青 年 音口長 (理事) 種 村 英 明 留任

環 境 部 長 副町内会長・各区長の兼務

会 計 監 査 秋 葉  武 菊帷

会 計 監 査 菅  政 司 留任

広報部員

会館 管理 人

山 下 和 樹 縦

通 夫大 縫 維

2022年産 浜野町内会 正副町会長名簿

区 町  会  名 町 会 長 副 町 会 長

第

１

区

浜 新 田 町 会 小 菅  昇 岩 下 義 春

五反田 1町 会 大 田 圭 右 吉 浜  桂―朗

五反田 2町 会 一膝 直 人 西 宇  浩

山 王 町 会 藤 丼 良 三 青 木  隆

蛇 島 町 会 千 田  和 宏 りll 崎  武 志

浜 東 町 会 出 口 良 一 り|1嶋  宏 樹

第

２

区

旭 町 町 会 丸 山 好 子 福 田 真 美

三 井 町 会 本 間 隆 志 小金澤 ― 夫

柳 町 町 会 草 田 久 夫 余 語  さゆり

三 和 町 会 太

一
夫

土
■

敏

田

一
野

士
呈

久

里予 山奇 健 一

駅 通 り町 会 五木田  弘

田 町 町 会 岡 田 省 吾 最 首 謙 ―

仲 東 町 会 石 崎 矛日 4E 高 山 芳 彦

グリーンステージ町絵 石  澤 繁 人 土 屋 貴 史

第

３

区

辻 町 町 会 白 丼 利 彦 小河原 清 春

南 町 1町 会 溝 口 雄 夫 小河原 和 夫

南 町 2町 会 秋 葉 禾口 な僕 大 健 通 夫

南 町 3町 会 田 村 信 一 吉 本 敬 ―

南 町 4町 会 仲 村 鶴 美 本 多 正 宏

北 町 1町 会 伊 藤 幸 雄 石 渡  守

北 町 2町 会 三 浦 健 悦 時 田  孝
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令和 5年 5月 号 のま|ま

町
内
会
長
挨
拶

２
０
２
３
年
度
浜
野
町
内
会

「定
期
総
会
」
に
お
い
て
、

役
員
選
考
委
員
会
よ
り
推
薦
を
受
け
、
町
内
会
長
と
し
て
承

認
さ
れ
重
責
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
日
の
状
況
は
少
子
高
齢
化
、
子
育
て
世
代
の
共
働
き
の

増
加
、
更
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
各
種

行
事
が
中
止
と
な
り
、
町
内
会
本
来
の
目
的
で
あ
る
、
町
民

ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
の
た
め
町
会
活
動
自

体
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
に
よ
り
役
員
の
引

き
受
け
が
な
い
、
更
に
は
会
員
の
退
会
な
ど
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
防
犯
上
で
は
、
情
報
機
器
を
利
用
し
た
組
織
的

な
犯
罪
や
振
込
詐
欺
の
被
害
も
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
下
で
、
安
心

・
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
町
内

会
の
活
動
が
重
要
な
役
目
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

町
内
会
の
主
な
目
的
は
、
会
員
の
親
睦
と
、
地
域
問
題
を

吸
い
あ
げ
、
解
決
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
会
員

。
諸
団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

と
考
え
ま
す
。

１
月
頃
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
対
策
も
緩
和
さ
れ
、
今
年
は
各

地
で
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体
は
消
滅
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
的
対
策
を
考
慮
し
な
が
ら
、
浜
野
町
の
伝
統
で
あ
る
盆

踊
り
大
会
、
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
は
実
施
の
方
向
で
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

災
害
に
対
し
て
は
、
直
下
型
地
震
で
震
度
６
弱
以
上
の
発

生
率
は
千
葉
市
で
は
３０
年
間
に
６５
％
で
す
が
、
い
つ
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
近
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
線
状

降
雨
滞
の
発
生
に
よ
る
水
害
、
台
風
の
大
型
化
に
よ
る
暴
風

雨
被
害
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
、
情
報
発
信
や

災
害
時
の
訓
練
を
通
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
備
え
を
計

っ

て
参
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
機
器
の
発
達
に
よ
り
、
多
種
、
多
様
な
情
報
を
誰
で

も
簡
単
に
取
得
で
き
る
時
代
で
す
。
町
内
会
に
お
い
て
も
情

報
機
器
を
活
用
し
、
回
覧
報
や
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
模
索

し
ま
す
。
特
に
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
活
動
が
今
後
の

町
内
会
を
支
え
る
う
え
で
必
要
条
件
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
「カ
ラ
オ
ケ
サ
ー

ク
ル
」
の
立
上
げ
や
、
各
種
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ヽ
役
員

一
同
、
「
に
ぎ
わ
い
創
ろ
う
、
浜
野
町
」
を
合
言
葉

に
、
浜
野
町
を
賑
や
か
に
、
よ
り
安
心
で
、
よ
り
安
全
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
を
す
す
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

浜
野
町
内
会
長
　
秋
　
葉
　
光
　
重

退

任
　
者

お
疲
れ
様

で
し
た
、
そ
し
て
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

秋

葉

前

会

長

秋
葉
前
会
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
第
１
区
区
長
、
総

務
部
長
、
副
会
長
と
１３
年
間

に
わ
た
り
、
携
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
避
難
訓
練
で

は
要
支
援
者
の
避
難
訓
練
に

積
極
的
に
取
組
み
、
総
務
部
長
、
副
町
内
会
長
時
に
は

「ど

う
せ
や
る
な
ら
、
お
も
し
ろ
、
楽
し
く
」
を
信
条
に
行
事
の

盛
り
上
げ
、
生
浜
地
区
で
は
地
域
運
営
委
員
会
の
防
災
部
会

長
と
し
て
災
害
訓
練
、
生
浜
西
小
学
校
避
難
所
運
営
に
貢
献
、

地
域
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
町
内
会
長
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
誰
も
経
験

し
た
こ
と
の
無
い
状
況
下
で
の
対
応
に
よ
り
、
気
苦
労
は
大

変
だ
っ
た
と
察
し
ま
す
。
大
変
長
い
問
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
も
御
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

渡

邊

健

治
　
第
１
区
区
長
さ
ん

渡
邊
健
治
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
た
は
、
２
０
１
９
年
か

ら
山
王
町
会
の
副
町
会
長

・

町
会
長
を
歴
任
、
第
１
区
区

長
を
２
年
間
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
町
会
を
合
め
ま

す
と
４
年
間
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
が

ら
の
対
応
で
仕
事
柄
、
作
成
、
修
理
を
気
軽
に
対
応
し
て
頂

き
ま
し
た
。
頼
り
に
な
る
方
で
す
の
で
、
今
後
も
町
内
会
に
、

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
し
ま
す
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

綺
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遠
山
悦
行
さ
ん
会
計
監
査
役

２
０
２
０
年

（令
和
２
年
）
か
ら
３
年
間
会
計
監
査
役
を

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
直
に
物
事
を
す
す
め
る
方
で
、

こ
れ
か
ら
も
町
内
会
を
さ
え
る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
３
年
間
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

会
館
管
理
人
の
小
河
原
ふ
み
子
さ
ん

平
成
７
年

（１
９
９
５
年
）
会
館
規
定
が
発
布
さ
れ
、
そ

れ
以
前
か
ら
約
３０
年
以
上
は
会
館
管
理
人
と
し
て
務
め
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
の
前
進
で
あ
る

社
会
体
育
振
興
会
に
携
わ

り
な
が
ら
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
で
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

長
い
間
、
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
後
任
に
大
徒
総

務
部
長
が
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

新
任
役
員
の
紹
介

長

嶋

第

一
区
長

・
伊

東

広
報
部
長

長
嶋
和
義
さ
ん
は
五

反
田
２
町
会
長
か
ら
、

町
会
長
の
経
験
を
活
か

し
、
第

一
区
長
を
引
き

続
き
担
務
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

伊
東
欣
孝
さ
ん
に
は

広
報
部
長

（グ
リ
ー
ン

ス
テ
ー
ジ
町
会
）
を
引
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
た
。
今
後
の
Ｉ

Ｔ
環
境
を
基
に
、
回
覧
の
紙
配
布
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
配

布
の
時
代
を
構
築
す
る
た
め
、
若
い
町
会
の
考
え
や
若
い
力

量
が
必
要
と
考
え
お
願
い
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
　
功
労
者
の
表
彰

本
来
な
ら
ば
賀
詞
交
歓
会
に
お
い
て
昨
年
度
の
功
労
者
表

彰
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
昨
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
総
会

に
お
い
て
功
労
者
表
彰
を
行
い
２
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。功

労
者
表
彰
者

小
河
原
　
和
　
夫

様

中

村

鶴

美

様

お
二
人
は
民
政
児
童
委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
携
わ
り

浜
野
町
内
会
及
び
に
地
域
の
発
展
と
安
心

・
安
全
の
た
め
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

５
月
９
日
（火
）

１０
時
～

育
児
サ

ロ
ン

浜
野
会
館

５
月
１４
日
（日
）

健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ
第
６
回
定
例
会

９
時
～

浜
野
会
館

５
月
２０
日
（土
）

１８
時
～

弟
４
回
役
員
会

５
月
２７
日
（土
）

１８
時
～

第
２
回
　
町
会
長
会
議

６
月
４
日
（日
）

８
時
～

町
内
会

一
斉
清
掃

芋|‡1拿

浜野町内会ホームページのQR
コー ドです。

ホームページでは、町内会報、
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の情報なども掲載しています。
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